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４．研究の趣旨・概要 

豊かな生態系で特徴づけられるサンゴ礁は様々な人間活動により、現在その健全さが

失われつつあるが、これまでにサンゴ礁域の荒廃に関する研究は行われているものの、

サンゴの骨格そのものに焦点を当てた研究はほとんど行われていない。 

 サンゴ骨格への人間活動の影響を評価するため、環境変化への感受性が高いことが分

かっている骨格形成初期段階のポリプ骨格（稚サンゴ）に環境負荷要因を一つずつ与え

た精密飼育実験を行うことで、サンゴ骨格を通してサンゴ礁への人間活動の影響を定量

的に評価する手法の確立を目指す。 

 これは、今後の新たな環境負荷要因のサンゴ礁への影響を探る際のモデルケースとな

り得るものである。 

 

 

 

５．研究項目及び実施体制 

① 飼育実験に基づくサンゴの成長に及ぼす環境負荷の影響評価（琉球大学） 

 

② 環境負荷要因に対するサンゴ骨格の化学的・物理的応答に関する研究（東京大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．研究のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


